
東日本大震災から６年
平成２９年３⽉改定

東北農政局農村振興部

一歩ずつ

仙台東地区（宮城県）
せんだいひがし



被災地の力強い農業の再生に向け、大震災の記憶を
忘れることなく、着実に事業を推進していきます。

東北農政局では東日本大震災により甚大な被害を受けた県市町村等への一刻も早
い復旧・復興に向けた取り組みを支援しています。また、宮城県及び福島県の沿岸
部等では、直轄災害復旧事業により農地及び農業用施設の復旧を行っています。
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表紙の写真は、宮城県仙台市の東部に位置する「仙台東地区」です。東日本大震災で津波被害を受け、農地
の復旧に併せほ場の大区画を行っています。
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8
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1
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2
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4
9
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1
5
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岡
山
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9
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4

1
0

1
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4
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4
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4

1
4

4
4

1
4

9
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広
島

県
1
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8

4
1

1
5

3
6

3
6

2
4
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4

1
6

8
4

1
7

5

山
口

県
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6
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1
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1
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1
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1

2
9
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3
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島
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2
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2

4
2

4
2
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1

4
4

1
4

4

香
川

県
2
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8
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2

4
2

4
2

1
2

6
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愛
媛
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1

1
4

1
1
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2

4
2

4
2

4
2

4
1
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2

1
6

5

高
知

県
6

6
6

6
2

4
2

4
1

2
1

2
1

0
2

1
0

2

福
岡

県
3

6
8

4
5
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1

2
1

2
1

2
1

2
6

0
8

6
9

.5

佐
賀

県
3

1
3

2
.5

3
1

3
2

.5

長
崎

県
3

1
0

0
.5

2
4

2
4

3
1

4
8

.5

熊
本

県
8

6
8

7
.5

1
2

1
2

9
8

9
9

.5

大
分

県
6

8
6

9
.5

2
4

2
4

2
4

2
4

1
1

6
1

1
7

.5

宮
崎

県
1

2
0

5
1

2
6

.5
4

8
4

8
3

6
3

6
2

0
4

5
2

1
0

.5

鹿
児

島
県

1
0

8
1

0
9

.5
3

6
3

6
3

6
3

6
1

8
0

1
8

1
.5

沖
縄

県
5

4
5

4
1

2
1

2
1

2
1

2
7

8
7

8

2
,5

2
5

1
,7

3
7

5
,0

8
1

6
4

8
4

8
0

1
,3

6
8

5
7

6
4

5
3

1
,2

0
9

3
,7

4
9

2
,6

7
0

7
,6

5
8

1
,2

3
9

8
1

9
1

8
0

合
計

2
4

0

1
.5

1
.5

1
.5

1
.5

1
.5

1
.5

1
.5

1
.5

2
4

1
4

5
.5

9
7

.5
2

4

1
.5

1
.5

1
.5

1
.5

3
3

2
4

1
2

4
.5

7
6

.5
2

4

3
3

1
.5

1
.5

1
2

6
0

3
6

1
2

1
.5

1
.5

1
2

2
6

1
4

1
2

6
1

3
7

1
2

2
4

1
1

0
6

2
2

4

1
1

3
6

3
6

3
3

1
.5

1
.5

1
.5

1
.5

1
.5

1
.5

1
.5

1
.5

1
3

.5
1

3
.5

3
6

1
7

2
.5

1
1

2
.5

2
4

4
8

2
1

7
.5

1
3

3
.5

3
6

1
.5

1
.5

1
.5

1
.5

1
.5

1
.5

1
.5

1
.5

1
2

3
9

2
7

1
8

1

1
.5

1
2

1

1
.5

2
4

都 道 府 県

3
6

1
.5

1
.5

5
5

6
6

3
3

1
.5

1
.5

地 方 農 政 局 等

合
計

岩
手

県
岩

手
県

平
成

2
6

年
度

ま
で

岩
手

県

平
成

2
8

年
度

都
道

府
県

等
平

成
2

7
年

度

岩
手

県
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福 島 第 一 原 子

力 発 電 所

2
0
km

圏

3
0
km

圏

岩
手

県

宮
城

県

山
形

県

福
島

県

秋
田

県

羽
鳥

ダ
ム

西
郷

ダ
ム

①
定

川
①

定
川

②
仙

台
東

②
仙

台
東

⑤
亘

理
・

山
元

（
農

地
海

岸
）

⑤
亘

理
・

山
元

（
農

地
海

岸
）

①
迫

川
上

流
・

荒
砥

沢
ダ

ム
②

迫
川

上
流

③
河

南

③
名

取
川

③
名

取
川

④
亘

理
山

元
④

亘
理

山
元

④
白

河
矢

吹
⑤

阿
武

隈
川

上
流

地
震

災
地

区

津
波

災
地

区

⑥
南

相
馬

⑥
南

相
馬

仙
台

東
地

区
大

区
画

ほ
場

整
備

亘
理

・
山

元
農

地
海

岸
海

岸
堤

防
の

復
旧

名
取

川
地

区
排

水
機

場
の

復
旧

完

完
完

完

完
完

は
事

業
完

了
し

た
事

業
地

区

※
直

轄
事

業
と

は
、

国
自

ら
が

実
施

す
る

事
業

の
こ

と

⑥
請

戸
川

完

完

完

完

第
２

直
轄

災
害

復
旧

事
業

の
実

施
状

況
１

．
直

轄
災

害
復

旧
事

業
の

位
置

図

H
2

7
.3

完
了

H
2

9
.3

完
了

H
2

9
.3

完
了

H
2

4
.3

完
了

H
2

4
.3

完
了

H
2

5
.3

完
了

H
2

9
.3

完
了

H
2

5
.3

完
了

H
2

5
.3

完
了

直
轄

災
害

復
旧

事
業

　
地

区
別

事
業

一
覧

区
分

番
号

地
 区

 名
県

名
災

害
内

容
事

業
費

（
億

円
）

①
定

川
宮

城
県

排
水

機
場

排
水

路
等

2
8

仙
台

東
（

施
設

復
旧

）
宮

城
県

排
水

機
場

排
水

路
等

3
2

1

仙
台

東
（

農
用

地
復

旧
）

宮
城

県
農

地
復

旧
1

7
3

仙
台

東
（

除
塩

）
宮

城
県

除
塩

7
5

仙
台

東
（

区
画

整
理

）
宮

城
県

区
画

整
理

3
1

6

計
8

8
4

③
名

取
川

宮
城

県
排

水
機

場
排

水
路

等
1

5
5

④
亘

理
山

元
宮

城
県

排
水

機
場

排
水

路
等

1
2

3

⑤
亘

理
・

山
元

（
農

地
海

岸
）

宮
城

県
堤

防
工

防
潮

水
門

等
1

6
3

⑥
南

相
馬

福
島

県
排

水
機

場
排

水
路

1
7

3

1
,5

2
5

①
迫

川
上

流
・

荒
砥

沢
ダ

ム
（

再
度

災
害

復
旧

）
宮

城
県

流
入

工
排

泥
工

1

②
迫

川
上

流
宮

城
県

揚
水

機
場

幹
線

水
路

2

③
河

南
宮

城
県

排
水

機
場

用
水

路
5

④
白

河
矢

吹
福

島
県

羽
鳥

ダ
ム

（
堤

体
）

付
帯

施
設

3
3

⑤
阿

武
隈

川
上

流
福

島
県

西
郷

ダ
ム

（
堤

体
）

付
帯

施
設

6

⑥
請

戸
川

福
島

県
大

柿
ダ

ム
（

堤
体

）
幹

・
支

線
用

水
路

7
6

1
2

4

注
：

事
業

費
は

四
捨

五
入

に
よ

っ
て

い
る

の
で

、
端

数
に

お
い

て
は

合
計

と
一

致
し

な
い

も
の

が
あ

る
。

津 波 被 災 地 区 地 震 被 災 地 区

計

②

計
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農業用施設の被災状況

○ 地区内の農地の約８割（1,800ha）が浸水し、排水機場等が壊滅的な被害
を受けるとともに、地盤沈下により施設の機能が低下した。

提灯堀

２． ② 仙台東地区の実施状況

大堀排水機場

高砂南部排水機場（仙台市若林区）

平成2３年４月撮影 平成2３年９月撮影

中第６支線排水路（仙台市若林区）

区 分 数 量
H2８まで
復旧数量

施設名・復旧工法

施設復旧 基幹排水機場 ４箇所 4箇所 高砂南部、大堀、二郷堀、藤塚

揚排水機場 37箇所 ３６箇所 赤沼、大沼 他

幹支線用水路 ６.4km 3.1km
屋倉堀、蒲沼堀、渋川堀、角串堀、八丁堀、仙台堀、井土
他

幹支線排水路 ３８.２km 33.4km
鍛冶谷地堀、桶筒堀、落堀、堤灯堀、大堀、北長沼堀、二
郷堀、大学堀、長屋敷西、富岡堀、三本塚西、山王、館越、
日辺、大口、中野西、中野東、藤塚 他

ゲート、樋門 26箇所 20箇所 高砂南部排水機場樋門、二郷堀排水機場樋門 他

農用地復旧 1,810ha 1,810ha
雑物除去工、堆積土砂撤去工、客土工、均平工、ほ場洗掘
部盛土等

除塩 1,393ha 1,393ha
雑物除去工、堆積土砂撤去工、湛水除塩工、畦畔復旧工
（整地）

区画整理 1,978ha 970ha

○総事業費：８８４億円

○主要工事計画

＜概要＞

宮城県仙台市

２．仙台東地区の実施状況

※Ｈ２８まで復旧数量は、平成29年3月末時点

－6－



二郷堀排水機場（旧）

藤塚排水機場

大堀排水機場

○ 農地の復旧で１，８００haで営農再開が可能となった。
○ 施設の復旧は、復旧対象４排水機場がH2７年度迄に完了し引渡し済。
○ 現在は、農地の大区画化（１，９８０ha）を主体に実施中。

本格復旧

機場名
排水量

（震災前）
（m3/s）

排水量
（震災後）
（m3/s）

増加量
（m3/s）

高砂南部 ５.１５ １０.７０ ５.５５

大 堀 ２.６０ ４.２０ １.６０

二郷堀 １０.００ ２０.２０ １０.２０

藤 塚 １.３０ １.５５ ０.２５

全 体 １９.０５ ３６.６５ １７.６０

新 高砂南部排水機場

新 二郷堀排水機場

大堀排水機場

高砂南部排水機場（旧）

高砂南部排水機場（新設）

大堀排水機場

二郷堀排水機場（新設）

藤塚排水機場

－7－



地
区

面
積

：
2
,2

4
4
h
a（

農
地

、
道

路
・水

路
含

む
）

主
要

工
事

区
画

整
理

：
1
,9

7
8
h
a

工
期

（
予

定
）

：
平

成
2
3
年

度
～

平
成

3
2
年

度

・
換

地
区

毎
に

、
次

の
よ

う
な

整
備

を
行

う
。

○
事

業
概

要

ほ
場

整
備

前

・
六

郷
換

地
区

の
整

備
イ

メ
ー

ジ
図

ほ
場

整
備

後

換
地

区
別

〈
現

況
の

整
備

状
況

〉
〈
計

画
（
整

備
方

針
）
〉

高
砂

換
地

区
3
0
a区

画
、

パ
イ

プ
ラ

イ
ン

→
9
0
a区

画
化

七
郷

換
地

区
3
0
a区

画
、

開
水

路
→

9
0
a区

画
化

、
パ

イ
プ

ラ
イ

ン
化

六
郷

換
地

区
1
0
a区

画
、

土
水

路
→

1
h
a区

画
化

、
パ

イ
プ

ラ
イ

ン
化

○
地

区
内

を
2

7
の

用
水

ブ
ロ

ッ
ク

に
区

切
り

、
工

事
計

画
案

及
び

換
地

計
画

原
案

を
確

定
し

た
う

え
で

、
順

次
、

工
事

を
実

施

○
平

成
2

8
年

度
ま

で
に

大
区

画
化

工
事

が
完

了
し

た
約

9
4

0
h

a
で

効
率

的
な

営
農

が
展

開

○
平

成
2

9
年

度
は

、
約

9
3

0
h

a
で

工
事

を
実

施
し

、
大

区
画

化
工

事
は

平
成

3
0

年
度

に
完

了
予

定

「
仙

台
東

地
区

」
ほ

場
整

備
事

業
概

要
と

農
地

整
備

状
況

平
成
2
9年

3
月

末
時

点

高
砂

2
 

高
砂

3
 

高
砂

5
 

高
砂

5
 

高
砂

6
 

高
砂

6
 

高
砂

4
 

高
砂

-
7 

七
郷

1
-2
 

七
郷

2
 

七
郷

3
-1
 

七
郷

4
-1
 

七
郷

4
-2
 

七
郷

5
-1
 

七
郷

6
 

七
郷

5
-2
 

六
郷

1
 

六
郷

2
 

六
郷

3
-1
 

六
郷

3
-2
 

六
郷

4
 

七
郷

3
-2
 

七
郷

7
 

六
郷

5
 

事
業

区
域

図

凡
例

大
区
画
化
工
事

完
了

〃
Ｈ
2
9実

施
中
・
実
施
予
定

〃
Ｈ
3
0着

手
予
定

高
砂

換
地

区

七
郷

換
地

区

六
郷

換
地

区

六
郷

7
-2
 

高
砂

1
 

七
郷

1
-1
 

六
郷

7
-1
 

六
郷

6
 

大
区

画
ほ

場
で

の
田

植
え

状
況
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新
た

な
経

営
体

が
誕

生

○
仙

台
東

地
区

で
は

1
,8

0
0

h
a
で

営
農

再
開

が
可

能
と

な
り

、
被

災
し

た
経

営
体

が
復

興
し

た
ほ

か
、

新
た

な
経

営
体

が
誕

生
し

て
い

ま
す

。

平
成

2
８

年
７

月
撮

影
仙

台
市

平
成

2
3

年
5

月
撮

影
国

土
地

理
院

井
土

地
区

乾
田

直
ま

き

（
農
）
井
土
生
産
組
合

◆
井
土
ネ
ギ
収
穫

（
農
）
仙
台
ｲｰ
ｽ
ﾄｶ
ﾝ
ﾄﾘ
ｰ

◆
加
工
販
売

(
写
真
は

HP
よ

り
)

(株
)み

ち
さ
き

◆
葉
物
ハ
ウ
ス

そ
の

他
に

◆
ト
マ
ト
ハ

ウ
ス

◆
い
ち
ご
ハ

ウ
ス
が
隣
接
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広
田

半
島

営
農

組
合

（
岩

手
県

陸
前

高
田

市
）

－
地

元
産

食
材

を
使

っ
た

手
づ

く
り

工
房

再
興

－

仙
台

イ
ー

ス
ト

カ
ン

ト
リ

ー
（

宮
城

県
仙

台
市

）

－
２

５
年

に
農

家
レ

ス
ト

ラ
ン

を
オ

ー
プ

ン
－

広
田

半
島

営
農

組
合

は
、

平
成

2
1

年
1

2
月

に
設

立
。

津
波

被
災

に
よ

り
継

続
が

懸
念

さ
れ

た
が

、
復

旧
水

田
で

営
農

を
継

続
し

て
い

る
。

地
元

産
食

材
を

活
用

し
た

６
次

化
の

取
組

も
再

開
さ

れ
、

「
手

作
り

工
房

め
ぐ

海
」

に
お

い
て

「
お

や
き

」
等

の
加

工
販

売
に

も
力

を
入

れ
て

い
る

。
商

品
に

使
用

し
て

い
た

根
シ

ョ
ウ

ガ
を

地
元

産
へ

切
り

替
え

る
た

め
、

ハ
ウ

ス
で

の
栽

培
を

開
始

し
た

。

仙
台

イ
ー

ス
ト

カ
ン

ト
リ

ー
は

、
平

成
2

0
年

１
月

に
設

立
。

津
波

に
よ

り
大

き
く

被
災

し
た

が
、

復
旧

農
地

で
水

稲
を

中
心

に
作

付
再

開
。

2
4

年
度

に
は

仙
台

市
の

「
農

と
食

の
フ

ロ
ン

テ
ィ

ア
推

進
特

区
」

第
１

号
に

認
定

を
受

け
、

米
を

中
心

と
た

６
次

化
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

2
5

年
５

月
に

は
農

家
レ

ス
ト

ラ
ン

を
オ

ー
プ

ン
平

成
2

8
年

の
経

営
面

積
は

7
2

h
a

作
業

受
託

1
2

h
a
。

有
限

会
社

川
俣

シ
ャ

モ
フ

ァ
ー

ム
（

福
島

県
川

俣
町

）

－
町

内
全

飼
育

農
家

に
川

俣
シ

ャ
モ

の
雛

を
供

給
－

有
限

会
社

川
俣

シ
ャ

モ
フ

ァ
ー

ム
は

、
川

俣
シ

ャ
モ

の
飼

育
農

家
や

(株
)川

俣
町

農
業

振
興

公
社

と
の

連
携

に
よ

り
、

飼
育

か
ら

流
通

ま
で

町
内

一
貫

体
制

で
生

産
・

加
工

・
販

売
を

お
こ

な
っ

て
い

る
。

交
付

金
に

よ
り

育
雛

施
設

１
棟

を
整

備
（

平
成

2
7

年
３

月
に

完
成

）
。

原
子

力
災

害
に

よ
り

大
き

く
減

産
し

ま
し

た
が

、
施

設
の

拡
充

に
よ

り
2

7
年

か
ら

震
災

前
の

出
荷

羽
数

に
回

復
さ

せ
た

。

「
農

業
生

産
対

策
交

付
金

」
－

活
用

事
例

－
「

農
業

生
産

対
策

交
付

金
」

－
活

用
事

例
－

（
株

）
サ

ン
フ

レ
ッ

シ
ュ

小
泉

農
園

（
宮

城
県

気
仙

沼
市

）

－
津

波
被

災
農

地
で

の
大

規
模

養
液

栽
培

の
開

始
－

サ
ン

フ
レ

ッ
シ

ュ
小

泉
農

園
は

、
平

成
２

６
年

１
０

月
に

設
立

。
気

仙
沼

市
小

泉
地

区
内

の
津

波
被

災
農

地
に

、
オ

ラ
ン

ダ
型

の
大

規
模

養
液

栽
培

施
設

(2
h

a
)を

整
備

し
、

平
成

２
７

年
１

０
月

か
ら

ト
マ

ト
の

生
産

出
荷

を
開

始
し

た
。

平
成

２
８

年
４

月
に

は
、

地
元

森
林

組
合

か
ら

寄
贈

さ
れ

た
直

売
所

を
オ

ー
プ

ン
し

、
地

域
の

活
性

化
に

貢
献

。
生

産
し

た
ト

マ
ト

は
「

と
ま

た
ん

」
の

名
称

で
出

荷
。

参
考
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村上排水機場（福島県南相馬市）

２．⑥ 南相馬地区の実施状況

被災の状況

○ 福島第一原子力発電所から半径２０km圏内の避難指示解除準備区域で被災し
た南相馬市の排水機場について、福島県知事からの要請を受け国が県に代わり
国直轄事業で復旧している。

○地震により地盤沈下した農地や道路等については、台風等により湛水被害が発生。

被災農地等の対応状況

平成2６年10月撮影 平成2６年10月撮影

台風１８号(村上地区）
道路の湛水

台風１８号(村上排水機場）
仮設排水ポンプによる排水

平成2６年10月撮影

台風１８号(小高・福浦南部地区）

仮設排水ポンプによる排水

区 分 数 量
H2８まで
復旧数量

施設名・復旧工法

施設復旧 排水機場 ８箇所 ５箇所
小浜、小沢、谷地、塚原第二、村上、村上第二、
福浦南部、棚塩

排水路 2.7ｋｍ 0.4km 塚原第二排水路、村上第二排水路、福浦南部排水路

○総事業費：1７３億円
○主要工事計画

＜概要＞

福浦南部排水機場（福島県南相馬市）

※Ｈ２８まで復旧数量は、平成29年3月時点

南相馬地区

３．南相馬地区の実施状況

福島県

南相馬市

浪江町
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○ ８排水機場のうち、２排水機場（小浜、村上第二）が稼働中。
○ 平成28年度末までに３排水機場（谷地、塚原第二、福浦南部）が稼働予定。
○ 残り３排水機場は、平成30年度以降に稼働予定。

本格復旧

塚原第二排水路
平成２９年２月撮影

福浦南部排水機場

村上排水機場

塚原第二排水機場

平成２９年２月撮影

平成２９年２月撮影

名 称 排水能力（ｍ３／s）

現況 計画

小浜 0.17 0.45

小沢 8.0 14.2

谷地 6.8 6.8

塚原第二 3.9 5.8

村上 3.5 10.8

村上第二 10.6 10.6

福浦南部 14.7 17.8

棚塩 6.7 3.1

村上第二排水機場

村上排水機場

塚原第二排水機場

谷地排水機場

福浦南部排水機場

小浜排水機場

小沢排水機場

小高排水機場（福島県施工）

棚塩排水機場

稼動中

H28末稼動予定

H28末稼動予定

稼動中

H28末稼動予定
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○ 福島復興再生特別措置法に基づく避難解除等区域復興再生計画に則して、避難
指示区域の見直しに応じた段階的な復旧を進めている。

○ 大柿ダム堤体復旧を平成２７年度に完了し、平成２８年度は水位上昇試験を実
施し、安全性を確認した。平成２９年４月から大柿ダムの取水を再開し、南相馬
市小高区方面へ農業用水を供給する予定。

○ 開水路は、環境省による除染後にクラック・目地補修等復旧工事を行い、さら
に放射性物質対策として蓋掛工事などを実施。

○総事業費：76億円

○事業工期：H25～H30

○主要工事：右表のとおり

◆事業計画

《 大柿ダム 盛立て復旧完了 》

区 分 数 量 復旧施設

ダ ム １基 大柿ダム復旧（堤体・洪水吐復旧、操作・管理設備等）

頭首工 ２箇所 苅宿・掃部関頭首工復旧（躯体・護岸・ゲート等）

用水路 13路線 請戸左岸・右岸幹線、高瀬左岸・右岸幹線、柿ノ木下・小
高・犬塚・四栗・小屋木・立野・苅宿・掃部関・青根場用水
路復旧（布設替え等）

かりやど かもんぜき

《蓋掛け完了》

《幹線用水路 布設替え完了》

《 大柿ダム 水位上昇試験 》

《 大柿ダム盛立完了 》

《 掘削中 》

《 大柿ダム 盛立施工中 》

《 盛立中 》《 掘削完了 》

《クラック補修完了》

４．請戸川地区の実施状況

－13－



《 震災前 》

復旧概要図
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○ ため池等のモニタリング調査については、福島県内のため池全3,730箇所の約8割にあたる
2,955箇所（国320箇所、県2,635箇所）と避難指示区域外の基幹的農業用水路等を対象に
調査を実施しました。

○ 避難指示区域外のため池2,287箇所の貯留水及び基幹的農業用水路等23箇所からの水から
は放射性セシウムはほとんど検出されず、また、溶存態の放射性セシウムが検出された箇所は
ありませんでした。（基幹的農業用水路等23箇所の水は全て検出下限値未満。）

○ 一方、原発事故以降、利用されていない避難指示区域内のため池288箇所では、貯留水中
の放射性セシウムが検出下限値未満であったのは76%でした。溶存態の放射性セシウムが検
出されたため池が32箇所ありましたが、避難指示解除準備区域は、溶存態が検出されたため
池が1箇所のみであり、避難指示区域外と同程度でした。

福島県のため池の放射性物質汚染状況調査結果（H26実施）

第３ 福島県内の原子力災害への対応状況
１．ため池等放射性物質対策

調査区分
○：避難指示区域以外のため池
△：基幹的農業用水路等
□：避難指示区域内のたため池

調査対象：ため池2,955箇所（避難指示区域外2,635箇所
(福島県実施)、避難指示区域内320箇所(東北農政局実
施)）、基幹的農業用水路等23箇所（東北農政局実施）

ため池貯留水中の放射性セシウムの検出状況の割合 ため池底質の放射性セシウム濃度の割合

15

58

145

2234

20

14

4

53

28

3

1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

帰還困難区域

63箇所

居住制限区域

75箇所

避難指示解除準備区域

150箇所

避難指示区域外

2287箇所

検出下限値未満 検出（溶存態の放射性セシウムは不検出） 検出（溶存態の放射性セシウムも検出）

4

86

2

17

552

5

15

94

1449

32

54

50

557

24

9

3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

帰還困難区域

63箇所

居住制限区域

78箇所

避難指示解除準備区域

165箇所

避難指示区域外

2647箇所

＜100 100～1,000 1,000～8,000 8,000～100,000 100,000<底質の放射性セシウム濃度(Bq/kg (乾土))

平成26年度 福島県内のため池等における放射性物質の調査結果位置図(底質）

※空間線量率は文部科学省による第9次航空機モニタリングの結果（補正基準日：2014年9月20日）による

（１）ため池等のモニタリング調査について
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○ ため池の放射性物質の実態や対策技術の実証結果を踏まえ、対策の考え方や調査計画・設計
施工の手順、留意点等を「ため池の放射性物質対策技術マニュアル」として取りまとめ平成
27年3月に作成し、その後の実証結果や調査データの知見等を踏まえ第2版を平成28年3月に
公表しました。

○ 放射性物質が堆積しているため池については、営農再開・農業復興の観点から対策が必要な
場合は「福島再生加速化交付金」により、農林水産省の技術支援のもと福島県や市町村等が対
策を進めています。

○ 農林水産省は、ため池の放射性物質対策を円滑に推進するため、リスクコミュニケーション
資料を作成するなど、放射性物質対策に取組む市町村を支援します。

底質Ｃｓ

① 取水位置の変更

濁水を含まない
表層から取水

浮遊粒子に付着したＣｓ
底質Ｃｓ

② 濁水隔離・底質の巻き上がり防止等

固化剤の散布

フェンス

固化・被覆

浮遊粒子に
付着したＣｓ

フェンス

風などによる
巻き上がり

濁水の流入

底質Ｃｓ

③ 流入・流出部、水路での捕捉

沈殿槽、ろ過施設
沈殿槽、ろ過施設

フィルター

浮遊粒子に
付着したＣｓ

粘土シルト

分級

礫・砂

吸引・浚渫

④ 底質除去工法

技術マニュアル

交付金の対象範囲

対策取組中

H29年度から取組予定

検討中

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

ため池の放射性物質対策技術マニュアル 

 

 

 

 

平成 28 年３月【第２版】 

底質Ｃｓ

リスクコミュニケーション資料福島再生加速化交付金による取組

ため池の放射性物質対策工法の例

凝集沈殿
脱水処理

大型土のう
袋等詰込み

P

（２）ため池等放射性物質対策の実施状況
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○避難指示区域を対象に、農地・農業用施設の復旧・整備を進めるための被災状況調査、農業基
盤の復旧計画策定等を国・県が行い、避難指示市町村の復旧・復興を支援しています。

被災状況調査、農業基盤の復旧計画の策定
（事業実施主体：国、福島県）

① 農地・農業用施設等の被災状況調査
農地・農業用施設や農村集落の被災状況調査 等

② 農業基盤の復旧・整備方針の検討
除染の工程を考慮した復旧・整備方針の検討
施設の整備水準の検討
区域設定に伴う土地利用・用水系統再編の検討

再生可能エネルギーの導入可能性の検討 等
③ 農業基盤整備に必要な計画の策定

用排水施設復旧整備計画、区画整理計画 等

平成２３年４月時点

H25年度 H26年度 H27年度 H28年度
田村市 - - 1 -
南相馬市 6 16 16 7
川俣町 1 - 1 -
広野町 - 2 2 1
楢葉町 1 6 6 3
富岡町 3 8 4 4
川内村 1 1 2 1
大熊町 2 3 3 2
双葉町 1 2 4 3
浪江町 5 7 8 5
葛尾村 1 1 4 1
飯舘村 1 2 5 5

合計 22 48 56 32

【調査実施件数】

（１）福島農業基盤復旧再生計画調査の実施状況

２．福島農業基盤復旧再生計画調査
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～仙台東地区の営農～

稲刈り（七郷4-1ブロック）

平成28年9月撮影

田植え（七郷5-2ブロック）

平成28年５月撮影
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